
『子どもの発達と情動』『子どもの発達と情動』
日本情動学会 第12回大会

会　場：佛教大学  紫野キャンパス １号館３階 
11月18日（土）～19日（日）開催日：2023年

〒603‒8301 京都市北区紫野北花ノ坊町96

13：00～13：10
開会のあいさつ：本間生夫 理事長、松村京子 大会長
13：00～13：10
開会のあいさつ：本間生夫 理事長，松村京子 大会長

一般公開シンポジウムⅠ　「発達障害と情動̶基礎から臨床まで̶」
11月 18日（土）13：15～15：45　●総合司会　西丸広史（富山大学学術研究部医学系　教授）

内匠　透　神戸大学大学院医学研究科　教授
「発達障害の動物・細胞モデルからわかったこと」
定藤規弘　立命館大学　総合科学技術研究機構　教授
「発達障害と対面コミュニケーション：脳機能画像的アプローチ」
谷池雅子　大阪大学大学院連合小児発達学研究科　附属子どものこころの分子統御機構研究センター　特任教授（常勤）
「睡眠と発達」

一般公開シンポジウムⅡ　「不登校の情動的支援」
11月 19日（日）10：00～12：20　●総合司会　飛田秀樹先生（名古屋市立大学医学研究科　教授）

五十嵐哲也先生　愛知教育大学　准教授　学校での心理臨床的支援　
松村京子　佛教大学　教授　セルフレギュレーション強化による予防的支援
本間生夫先生　本学会理事長，　昭和大学　名誉教授　呼吸による支援
近藤高史先生　近畿大学農学部　教授　だしと情動：食を通した支援の可能性

一般公開シンポジウムⅡ　「不登校の情動的支援」
11月 19日（日）10：00～12：20　●総合司会　飛田秀樹（名古屋市立大学医学研究科　教授）

五十嵐哲也　愛知教育大学　准教授　学校での心理臨床的支援　
松村京子　佛教大学　教授　セルフレギュレーション強化による予防的支援
本間生夫　本学会理事長，　昭和大学　名誉教授／NPO「安らぎ呼吸プロジェクト」理事長　呼吸による支援
近藤高史　近畿大学農学部　教授　だしと情動：食を通した支援の可能性

12：20～12：30
閉会のあいさつ：船橋新太郎 副理事長（京都大学　名誉教授）　　　　　　　　　

発表（口頭発表）（学会員のみ）
11月 18日（土）　16：00～
9月 30日（土）発表申し込み締め切り
（ポスター発表なし）
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大 会 長　松村京子 （佛教大学教育学部　教授）
副大会長　篠原正典 （佛教大学教育学部　教授）
事務局長　山本訓子 （関西福祉科学大学　講師/佛教大学　非常勤講師）
問合せ先　196512@bukkyo-u.ac.jp（第12回大会事務局）
日本情動学会HP
　http://www.emotion.umin.jp/pastdata/2023.html

参加費 
　学会参加費　3,000円（学生は1,000円）
　一般公開シンポジウムのみの参加は無料です。
　196512@bukkyo-u.ac.jp まで事前申し込みが
　必要です。

 



日本情動学会 第12回大会

「子どもの発達と情動」

12：30～　　受付
13：00～　　開会のあいさつ
　　　　　  　一般公開シンポジウムⅠ「発達障害と情動̶基礎から臨床まで̶」
16：00～　　発表（口頭発表）（学会員のみ）

   9：30～　　受付
10：00～   　一般公開シンポジウムⅡ「不登校の情動的支援」
12：20～　　閉会のあいさつ

１１月１８日（土）

１１月１９日（日）

●学会参加申込（電子メールにて）
氏名（ふりがな）、所属、電子メールアドレス、発表（口頭発表）の有無、シンポジウム参加
申し込み（Ⅰのみ参加・Ⅱのみ参加・両方参加・シンポジウムには参加しない）を明記の上、
件名「第12回日本情動学会参加登録」として　196512@bukkyo-u.ac.jp　まで送付ください。

●一般の方の公開シンポジウム参加申込
氏名（ふりがな）、職業、電子メールアドレス、シンポジウム参加申し込み（Ⅰのみ参加・Ⅱのみ参加・
両方参加）を明記の上、件名「一般公開シンポジウム参加申込」として196512@bukkyo-u.ac.jp
まで送付ください。申込順で受付し、満席になればお断りのメールをさせていただきます。

●発表申し込み方法（口頭発表時間15分）
締切　2023年9月30日（土）
抄録作成の要領　300～400 字
申込方法　タイトル、口頭発表者名・共同研究者名、所属を明記し、抄録を添付して件名「第 12
回情動学会発表申込」として　196512@bukkyo-u.ac.jp　まで送付ください。

問合せ先  196512@bukkyo-u.ac.jp（第12回実行事務局）
日本情動学会HP　 http://www.emotion.umin.jp/pastdata/2023.html
問合せ先  196512@bukkyo-u.ac.jp（第12回実行事務局）
日本情動学会HP　 http://www.emotion.umin.jp/pastdata/2023.html

プログラム

［参加の申込み方法］

＊日本情動学会会員のみ
（グループ発表の場合には会員が一名いれば可）




